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水澤だより
　四月宋から東京及び京都へ出かけてゐ
ナこ川崎技師に，木村所長の出襲の日がに
にカ“［こ早くなつプこ爲・　三丘月三日朝急に二躇諄
って來ナこ・
　木村所長に五月五日の盛岡高等農林の
廿五週年紀念の式に列席する爲に出て行
つナ：が，すぐひき返して午後の汽車で婦
つブこ・午後の三三暗…カ・ら霧見？Rij所の廣レ、芝生
の上で・所長渡日の二目會た旧いすこ・逡
る画工ほんの内輪の者だげで四十名足ら
すであっ7こけれご，その．代り義理で出席
すろ定いふ様iな水臭い者ば一入も居なか
つプこので，ほん定に迭肺門らしい會であ
っ7こ・
　五月六日　朝九時三十四分獲の汽車で
所長は水澤を立つナこ・しばらく東京に滞
在，十五日MM汽船會祉のアトス丸で瀞
戸出帆，來月廿二日頃マルセイユ着，七
月四日の午後から開かれるライデンでの
天丈同盟の會合に出席して，その前後・
鰍山田國なi巡歴iしアメ））カ）5？ssて十月
末麟朝の豫定であろ・
　五月七日に鳥畑技手の一週忌にあずころ
ので早朝所員そろうて下塗しナニ・自木の
墓標カミー一年間の風雨1：さらされてや、黒
ずんでゐ7こ・
同志肚支部より
　・・一・『一度報告た寄甘して下さい・それ
　　　　　　　に支部の義務ですよ』定山本先生から耳
の痛い電話な頂いて大あわてで支部の人
々の日記々しらべてもらったりなごして
やつご左に一年分の報告な書き上げまし
ナこ・勿論不備なものですが此…欠からに正
確な記録な書き騰しますから今度匡これ
でお詐し下さい・同畦に縄ての支部がそ
　　　　　　　　　　　　　　　むの活動垂垂な示す情報な綾々，天界紙上
で見ぜて欲しいこの希望があつかましい
願ひであっ糞らお許し下さい………
　　　　　　　　　幹事　飯　　義壽
　◎「宇宙の驚異」鑑賞會　に昨年六月五
日に計劃され山本先生に解説講演をお願
ひする筈でしナこが豫期ぜぬ故障の爲二十
二日に延期し観衆［t約七百奄牧容し得ろ
同志杜公會堂に入り切～しなかっ7こ檬でし
iこ・
　◎公開三二會　ば右の二二にも行ひそ
の他屡々行ひましナこ・奮同志瀧天文壷に
備付けてあっずこ英國ブラウニング會自製
四垂垂の屈折鏡（……200倍，150倍，IOO
倍の接眼ソンズ・及び地上用に使へろ50
倍の接眼ソンズな有す）に私達が殆ご專
幽してゐます・特に太陽1観測用の屈折装
置ぱ中村さんも「日本でこれの附いてゐ
るのにあまりない」ミ云って居られナこが
私達の自慢の機械です・今學期に六月廿
六日掛ウイネツケ彗星観望及び六月廿九
日の月蝕観望の公開が特筆すべき多数の
謬働者亡成功を牧め得力ものでしナこ・
　◎講演會　十二月三日午後三時から榊
學館講堂で支部例會た開き中村要氏に
「反射望蓮鏡について」なる講演會を願
ひましナニ・島ほか中村民にに九月の下旬
にも「天文學ミ望遠鏡」亡いふ講演々承
り荒木俊馬氏や山本先生にも講演な願つ
ナこ記憶があるのですが目晧が明瞭でない
ので略します・
　◎秋の観望會も四回以上公開いれしま
　　　　　　　　　　　　　り　　　　　ら　　　のしすご・特に十一月十日の水星の太陽面通
む遙に紳早牛前の平場に機械た装置し敷百
名の教師及學生に見ぜろ事が出見ましプこ
150倍の接眼ソンズ為通して小豆位な永
星が大黒黒占断の傍た過ぎる景色it素敵で
しブこ・京大の天眼璽でば見えなかつナこ整
いふ第一脳中も蕪でば完全に見えましアこ
然し「これ’かしら」ミ，思ってみる中にニド
ンドン入って來？こので時計ゐg見さぜる豫
猫のなかったのに獲念でしナこ・街十月二
十三日にば宮崎縣の商事女學佼の修學旗
行幸の爲めに水星な見ぜて簡輩な話をし
まし7こ・引傘の測串教論が同志証女學核i
出臭で學生時代に則こ星の美しさミ不思
議さを教へ子にも知ら・樹こいミの親切か
らです・
　◎京大天文朝見學訪問　これも毎三期
一二回ば必ず行ふこビになってみる同志
祉支部の行事の一つです・明瞭な日付の
寵憶されてるるものtし一ては十一月二日
夕約十五名の者が中村さんの好意で同氏
愛用の六吋牛及十三吋の鏡で二重星や星
團なごな見ぜて頂：きましプこ・水星の衛星
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の一ソが氷駆上に顧た投げてみる景色も
毎日初めて見ぜて頂告ましナこ・此催に大
底支部員の親睦會を兼ね六もので観望の
あ亡でば天文塵の廣間で茶話會かして創
ります・
　◎薪會員≡募；集　 一月i：なってから十七
名の新しい會員た迎へ得まし才こ・高田君
が書いてくれ六宣傳ビラに【工こんな丈句
がありましナこ『……騒擾の巷に立って時
に想にる、に然しながらかの安らかな息
吹きのふろさ書「永遠」の棲まふ蒼弩の
彼方の國である……・深夜の都観の数春
草，吾々は之な心あくなき至樂の時亡し
て樂しみ得るこミ為喜ぷに止めナニい’’’’”
時ば春である，ピタゴラスの徒の聞き
ビれナ慮いふ二世の運行の美しい音樂匡
春か得て一7（美しいであらう・望むらく
ば曲露量に歩だ吾々の襯細書に曲げて・
試みに一目な共にぜられんこεな・……』
　◎講演會　二月十四日午後三時秣學館
に・山本博士の御出張な乞ふて「エンケ
彗星について」なるお話ゐg願ひましナこ・
同日重重にその前後の築地襯望ほ成功し
まぜんでしナこ・省三月十五日置に匡我々
新入會者のナこめに京大天田墓訪問々行ひ
新着の十二吋の大反射鏡でオリオン大星
雲や海王星た見ぜて博き・あ亡で中村氏
の反射鏡の製作實顧た見學させて慕い†こ
　　　　り事匡天界に出てみる同氏の論丈を讃む上
に大憂参・考になりましアこ．
　⑨薪三期亡なり「大難星新に獲見さろ」
亡いふ風なニコ・一スがみんなの注意を引
いてみる五月八日午後三時から，山本博
士に願って同憲巌動勢堂に大講演細工開
き決しナこ他の華華重っナこので聰衆に約
200位でし7：が・何れも熱心に此二x・・一ス
の意義及経過について承はり大憂得る亡
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ころがありましプ：，講演の筆記は五月十
五日號の同志杜新聞に出うから略します
が，今町期ば更に何等かの催たして・函
丈學の硯究t天文趣味の普及の爲めに暦
一暦進出しナこく思って居ります・諸兄の
後援ε活動為所りつ、不完全ながら髭報
告の筆々欄きます・（1928・5・10）
星の友より
　流星槻測のおすすめたい7こだき有難う
御座ゐましプこ・私の先日の報告が貧弱で
あるにもかかにらす，紙上にまでおのぜ
下さいまして有難う御座ゐ決し7こ・あの
K日もナリfaン座から飛ぶ一・等星の流星
た見7こので御座ゐますが今手元にそのノ
ートの無いの）bp残i念に存じます，實に私
幸に今年第入高等三校に入旧い7こし名古
屋に回りまし7こ口ので御座ゐます・初め
ての御手紙に色々四二なご定たお書きい
ナこずこミなお許し下さい．先生をおけこ
ひ申す私の心S，私の星にi封ずるあこが
れが左様さNるので御座います・
　小學時代の星に封ずる不思議さt中言
時代の星に封ずる信仰tでも申すこSの
出來る感じから星に親しんで峯りまし7：
母校東京府立第五中三校にに星の會なご
がありまし7Z關係上，いよいよ星に親し
んで塗ったこSで御座います・襯測のナこ
めに引回で夜：なあかし7ここ亡も御座いま
す・そんな風に今で匡星が僕の大切な大
切な友達【こなつ’てしまひまし7こ・
　先生の御本か盛んに凹んだこtで御座
ゐましナこ・：先生のあの三昧のある御本に
よって僕にこんなに一心になつナここSで
ぜうか・
　四月から私ばこの名古屋の學校の寮に
生活する均亡なり，自由［：ue測いブこす時
た有しまぜんが，私から天丈を・ばなさな
いPう［：致して居り，叉同室の人々（六
人）に天下同好者た作らうt努力いf：し
て居ります・天界か常に机の上において
他の人々に自由に見ていナこだいて居りま
す．それで近頃で［t夜，つかれナこ蒔なご
空為rながめ星に親しめられる様になりま
し7こ．夜，床の申から見えろ星につい
て，僕がボツリポ）甥話す側々，聞いて
くれる相手も二人ほこ得られ7ここSで御
座ゐます・
　そして散歩に出る時なご三人又ば四人
で流星に注意いf：して居ります・力定へ
満足な御報告が出目まぜんでも僕等iW
覧るだけ努力いナこし叉私に天日同好覧
たこの入高に得ろやう努力いすこす考へで
御座います・こうぞ今後もよろしく御助
力ないナこだかんこ定たお願ひします・突
然お手紙を差し上げましt：二二なお許し
下さいまぜ・
四月二十二日
　　　　　　　　　　村地孝一
彙報
　L天界1第7巻総目：次及び索引に近々に出します・決して忘れてみるので
　itありまぜんが，目下多佗なものですから失帰しまし7こ・（編輯）
　來る蜜月一日から四日まで京都帝國大弓の夏期講演會に山本一清教授の
　講演L古代ユダキ文學に表ばれナニる天丈思想1がある・隠二二二者ii［大
　學庶務課へ申込まれカし
